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11 月～3月
活動休止期

幼虫が樹内で越冬

4月～10 月
幼虫活動期（フラス排出）

6月～8月
幼虫活動期（羽化・産卵）

施工写真の使用材料
　クビアカガードネット　アグリシートテープ
防草アグリシート　　　黒丸君　　　他

和歌山県紀三井寺競技場公園 和歌山県根来寺 和歌山城公園

品　番 品　　名 規　　格 材　　質 カラー 目合い 価　格（税抜）

BKL-4232-09 クビアカガードネット 0.9m×50m ポリエチレン（耐候安定剤入り） ブラック 0.4㎜ ￥16,200
BKL-4232-18 クビアカガードネット 1.8m×50m ポリエチレン（耐候安定剤入り） ブラック 0.4㎜ ￥32,400

クビアカツヤカミキリ　特定外来生物の指定

◆成虫	 体長/2.5～4.0㎝
	 特徴/光沢のある黒色　前胸（クビ）は赤色

	 雄は触覚が体長より長く、雌の触覚は体長より短い

◆分布	 中国、モンゴル、朝鮮半島、台湾、ベトナムなど
◆寄

き

主
しゅ

	 バラ科の樹木に幼虫が食入

	 日本では　さくら　もも　うめ　すもも　などで確認

◆生態	 幹や樹皮の割れ目に産卵
	 産卵期：6月下旬～8月下旬　産卵数：平均　約350個

	 	 幼虫は樹の内部を食害し枯死させる活動時期は4月～10月

	 	 樹から特徴的なミンチ状のフラス（中糞と木くず）を排出

	 	 11月～3月は幼虫が樹の中で越冬
	 	 卵から1～3年で成虫が羽

う

化
か

	 羽化期：6月上旬～8月上旬

	 	 成虫は昼間活動する

クビアカガードネットは、成虫の分散防止の為、6月までに被害樹に巻きつける事をお奨めします。

写真番号：PH-130 写真番号：PH-131 写真番号：PH-132
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桜・桃・梅などの樹木の天敵〈クビアカツヤカミキリ〉の防除対策に！

クビアカ ガードネット™
『侵入・産卵脱出 “抑制” 専用ネット』

特 徴	 未被害樹木への産卵・侵入防止の細かな目合い（目合：0.4㎜)
	 被害樹木から羽化する成虫の飛散防止に最適
	 ブラック色のネットは、噛み切られ難く、視認性に優れ成虫の脱出防止と捕殺が容易
	 白色補強糸の格子織り込みで作業性をアップ
	 ポリエチレン製の10cm間隔補強格子を施し、耐久性・作業性をアップ
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樹木保護の基本施工方法

施工前準備 施工作業に必要な全ての資材および施工現場に必要な工具が揃っているかをご確認ください。

ネット1枚で樹体上部
から地際までカバー
ができ、フラスの途中
堆積防止・殺虫剤再
注入・補殺が容易

【施工作業に必要な資材】
クビアカガードネット
浮かせヒモ用PPロープ
補強用シュロ縄
補強用粘着テープ
固定用U字ピン
幼虫駆除用殺虫剤
殺菌塗布剤
クビアカ脱出防止シート　等

【施工現場に必要な工具】
ガンタッカー（針：足長13㎜・ステンレス製）
ホッチキス（針：ステンレス製）
金槌・ハサミ・カッターナイフ
排糞孔清掃と刺殺用の千枚通し（針金含む）
メジャー・ノコギリ　等

❶フラス堆積の除去作業
殺虫剤効果や再被害を確認し易く
するため除去。

❸幼虫の刺殺駆除作業
排糞孔から針金・千枚通し等で刺殺
を行なう。

❶ネットの採寸作業
被害樹木の最も太い地際の樹体幹
周もしくは、地面根張り部分を含め
た採寸を行なう。 

❺ネットの背面縫合作業
ネットの格子を合わせホッチキスで背面
縫合の後、粘着テープをネット縫合端部に
巻き込むように張りホッチキス止めにて補
強を行なう。（景観配慮のため背面縫合）

❺被覆樹木の「ひこばえ・小枝」打ち作業
ネットを傷つけないよう「ひこばえ・
小枝」打ちを行なう。

❸被覆ネットのカット作業
地際の幹周採寸長さに、側面縫合
分の若干の余裕をプラスしてネット
のカットを行なう。

❼シュロ縄での補強作業
粘着テープの上にシュロ縄で二重
巻きに補強し、ガンタッカーで打ち
込み固定を行なう。

❷排糞孔のフラス清掃作業
排糞孔のフラス清掃と殺虫剤注入
を行なう。

❹産卵跡の確認除去作業
産卵が確認をされた場合は即刻除
去を行なう。

❷浮かせヒモの取付作業
樹体とネットの隙間を無くすため、
浮かせヒモを地際から上部1.8m付
近の幹周に巻き付ける。

❻浮かせヒモを粘着で補強作業
浮かせヒモ上部に粘着テープを二
重に巻き付けてガンタッカーで千鳥
状に上下に打ち込みを行なう。

❻「小枝」打ち口への殺菌剤塗布作業
「ひこばえ・小枝」打ち口に予防の殺
菌剤塗布を行なう。

❹ネットの被覆巻き付け作業
樹体に取り付けた浮かせヒモの上部
に、ネットをガンタッカーで幹周に直
接打ち込み、余るネットは手繰り重
ねて均等に振り分け固定を行なう。

❽地面への固定作業
ネットの端部を内側に折り込み、強
度アップの後にU字ピン等で地面に
打ち込み、地際の根張り部もしっか
りネットで被覆保護を行なう。

被害樹木（産卵・脱出防止テント巻き仕様）
補殺・フラス堆積防止・フラス除去・殺虫剤再注入が容易

ネットの被覆前処理 施工手順

被害樹木のテント巻き仕様の施工手順

「ひこばえ・小枝」打ち処理


